
広川町の重点区域における事業概要 名称：広川町歴史的風致維持向上地区
面積：約 153ha

広村復興の象徴史跡で
ある広

ひろ

村
むら

堤
てい

防
ぼう

周辺に広
場を設け、多くの来訪
者が史跡を体感し、広
村堤防への理解を高め
る整備を行います。

濱口家住宅は、近世か
ら近代に至る屋敷構え
が一体で残り、広地区
を代表する建造物です。
整備の基本方針を定め
保存と活用を進めます。

霊場「熊野三山」への
参詣道である熊

く ま

野
の

古
こ

道
ど う

の要所、鹿ヶ瀬峠の保
存・活用方針を検討し、
往時の熊野古道を体感
できる整備を行います。

町内に多数残されている伝
統行事の詳細調査・記録作
成に取り組み、歴史・伝統
を活かしたまちづくりを進
めます。

安政の大津波から復興し
た町並みが残る広地区、
歴史的風致を形成する
重要な建造物の保存とそ
の活用を進めます。

広地区の伝統的町並
みや広村堤防などを
散策するための拠点
となる駐車場を整備
し、多くの来訪者を
呼び込みます。

広村堤防歴史広場整備事業

熊野古道（熊野参詣道紀伊路）
　整備事業

歴史的風致形成建造物
　修理修景事業

「稲むらの火」関連事業

町並み散策拠点駐車場整備事業

重要文化財濱口家住宅整備事業

伝統行事
　調査事業

①

②

⑥

⑬

⑪

⑦

⑨

③ 耐久社調査事業
④ 広八幡神社本殿ほか
　 ５棟保存修理事業
⑤ 歴史的町並み調査事業

⑧ 町道美装化事業
⑩ 歴史まちづくり団体支援事業
⑫ 周遊性向上検討・案内板設置事業

「稲むらの火」や濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

に関するシ
ンポジウム等の事業を実施します。平
成 32 年（2020）の濱口梧陵生誕 200 年祭、「世界津波の日（World 
Tsunami Awareness Day）」10 周年事業などを予定しています。



広川町における維持向上すべき歴史的風致

「稲むらの火」は戦前の国定教
科書に掲載された物語で不朽
の防災教材といわれ、安政の
大津波での濱

は ま

口
ぐ ち

梧
ご

陵
りょう

の機知に
富んだ村人救済活動を題材に
しています。濱口梧陵の村人
救出と広

ひ ろ

村
む ら

堤
て い

防
ぼ う

築堤による広
村復興劇は、津波防災の象徴
として語り継がれています。

広
ひ ろ

八
は ち

幡
ま ん

神
じ ん

社
じ ゃ

では毎年 10 月１
日に五穀豊穣を祝う秋祭りを
盛大に開催します。この秋祭
りは地域の一体性を高める
祭りとして受け継がれていま
す。田楽や獅子舞が奉納され、
渡御行列は歴史的な町並みと
一体となりにぎわう姿を見せ
ています。

養
よ う

源
げ ん

寺
じ

は、中世に築かれた広の町場の要
諦に位置し、徳川吉宗ゆかりの歴史的遺
産が多数伝えられています。「出世大黒天」
は吉宗が将軍の座を射止めたことで地域
から篤い信仰を受け現在に引き継がれて
います。

熊
く ま

野
の

古
こ

道
ど う

は霊場「熊野三山」への参詣
道で、熊野神の御子神を祀った「熊野
九十九王子」といわれる王子跡も残りま
す。王子跡に立ち寄りながら熊野を目指
し歩む人々の姿には、往時から続く熊野
参詣への篤い想いが伝わります。

老
ろ う

賀
が

八
は ち

幡
ま ん

神
じ ん

社
じ ゃ

と三
み

輪
わ

妙
みょう

見
け ん

社
し ゃ

は、山間の集
落で人々の篤い信仰によって支えられて
います。雄大な景観を背景に催される祭
礼は、山間部特有の歴史的風致がみられ
ます。

「稲むらの火」の伝承と
復興にみる歴史的風致

広八幡神社の祭礼にみる
歴史的風致

吉宗ゆかりの出世大黒
天にみる歴史的風致 熊野古道にみる歴史的風致 老賀八幡神社と三輪妙見社

の祭礼にみる歴史的風致
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広
ひろ

川
がわ

町
ちょう

は、和歌山県の中央に位置し、雄大な山々を源流に広
ひろ

川
かわ

が流れ、
複雑な海岸線には遠浅の海浜も点在するなど、素晴らしい自然に囲まれ
た温暖な地域であります。豊かな自然にはぐくまれたこの地は、海路や
陸路の要としてまちが形成され、産業の発展とともに様々な文化遺産が
伝えられています。広川町の歴史的魅力の象徴ともいうべき「稲むらの
火」の物語は「世界津波の日（World Tsunami Awareness Day）」
として世界に認められるなど、先人が築き守り続けてきたさまざまな建
造物と営みは、広川町の特徴的な歴史的風致を形成しています。


